
 

 

 

 

 

安威川ダム建設事業について 

（自然環境保全マスタープラン） 

安威川ダム利水容量の変更と周辺自然環境との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

平成 17 年１１月 

大 阪 府 

第８回大阪府建設事業評価委員会 

H１７．１１．１１ 

資 料 ２ － ３





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.水質への影響の変化 

(これまでに検討した水質シミュレーションのデータから想定される、水位の低下による水質変化の特性) 

2-1 濁水長期化現象  想定される変化の傾向:影響増大 

・出水時、ダム湖の SS 濃度が高くなる。 

・秋口に出水があった場合など、濁水現象が起こりやすくなる。 

[ダム湖の規模の縮小により考えられる要因] 

・出水時、同じ量の濁質が流入した場合に SS 濃度が高くなる。 

・夏季に形成される水温躍層の解消が早まり、ダム湖の水が循環しやすくなる。 

2-2 富栄養化現象  想定される変化の傾向:影響低減 

・表層の植物プランクトンの発生が低下し、富栄養化現象の程度は低減される。 

[ダム湖の規模の縮小により考えられる要因] 

・夏季に形成される水温躍層の形成が弱いものとなり、栄養塩類や生成された有機物等の拡散が進みやすく

なる。 

・栄養塩類のリンは出水時に大量に流入するが、ダム湖の規模が小さくなり、とどまらずに出て行きやすく

なる。 

・ダム湖内に水がとどまる時間が植物プランクトンの増殖期間内まで短縮されれば、増殖が抑制される可能

性がある(要詳細検討)。 

2-3 冷温水現象  想定される変化の傾向:影響低減 

・夏季の表層水温はやや高い傾向を示すが、水温はわずかに低下してダム流入時に近くなる。 

[ダム湖の規模の縮小により考えられる要因] 

・ダム湖内に水がとどまる時間が短くなる為、表面の水が温められる時間が短くなる。 
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1.動植物への影響の変化 

 

1-1 水域の動植物への影響の変化(P.1、3 参照) 

(1)里山的な環境の一部が残存するようになる 

・従来の常時満水位時には、ダムサイト上流側に隣接する里山的な環境が大部分消失

することとなっていた。 

・注目種のゲンジボタルなどの生息環境の一部が残存するようになる。 

 

(2)渓流的な河川の冠水頻度、冠水範囲が低下・縮小する 

・サーチャージ水位の約 125m 付近は、従来 30 年確率の降雨で冠水する範囲であった

が、100 年確率の降雨で冠水する範囲となる。 

・アジメドジョウやオオサンショウウオといった、安威川上流の渓流環境を代表する

種の生息環境の変化(流水環境から出水時の止水環境化、河床への堆砂)が低減さ

れる。 

 

1-2 陸域の動植物への影響の変化(P.1、4 参照) 

(1)河川沿いの水田や河畔の常緑広葉樹林の改変面積が減少する 

・河川沿いの比較的平坦な水田跡の一部が常時満水位時に残存することとなる。 

・登龍橋から上流側に見られ、ヤマセミといった渓流性の鳥類の生息環境になって

いると考えられる、河畔の常緑広葉樹林が常時満水位時に残存することとなる。

3.今後の自然環境保全対策の取組 
 

○「安威川ダム自然環境保全マスタープラン」の基本目標や実施方針は、利水等の容量が変更になっても変わらないため、変更は行わない。 

(ただし、事業計画の図面等については、変更された事業計画の詳細が確定した段階で、適宜更新する。) 

 

○個別の自然環境保全対策の取組は、「安威川ダム自然環境保全マスタープラン」の基本目標、実施方針に基づいて行う。 

※今後、ダムの諸元等、事業内容変更の詳細確定後に水質
シミュレーションを実施する必要がある。 

安威川ダムの利水容量変更(縮小)による周辺自然環境への影響の変化は、上記に示すとおりである。 

自然環境保全マスタープランの基本目標や実施方針は、理念的なものである。 








